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「選ばれるまち 郡山」

の実現を目指して

福島県中小企業家同友会 郡山支部 様

令和８年 ７月２９日

郡山市長 椎根 健雄



これまで… 私の原点

平成23年11月 福島県議会議員（1期）

平成27年11月 福島県議会議員（2期）

令和元年11月 福島県議会議員（3期）

令和５年11月 福島県議会議員（4期）

（平成23年３月11日 東日本大震災発災）

大学卒業後地元に帰省
青年会議所や商工会で多くの同世代の若者と関わる

（令和元年10月 東日本台風発災）

（令和４年３月16日 福島県沖地震発災）

（令和３年２月13日 福島県沖地震発災）

（令和元年～ 新型コロナウイルス感染症の流行）

福島県議会議員時代

令和７年４月 郡山市長（1期）～

災害現場で聞いた
市⺠の「声なき声」を政策につなげたい

今後も⼀貫して「市⺠目線」と
「現場主義」の政治を貫いてまいります
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2025

4/27

初登庁

4/29

シティーマラソン
今年も参加します︕

6/10

県知事との懇談
ボンズアリーナ

6/13
〜7/2 ６⽉定例会

所信表明、郡山駅
⻄⼝渋滞対策に着⼿

国への要望活動（国⼟交通省など）
根本拓衆議院議員と

8/8

「市民目線」と「現場主義」を貫きながら、
今後も、市政の発展に全力で走り続けます。

多くの⾏事への出席
郵便局に涼み処オープン
・サマーフェスタ
・うねめまつり
・こおりやま産業博 ほか多数

8/9
夏巡業大相撲郡山場所に出席

2/19
〜3/19 ３⽉定例会

令和８年度予算

令和８年度
スタート!!

猪
苗
代
湖
が

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録9/6

〜9/28
郡山市名誉市⺠
⻄⽥敏⾏展

郡山商工会議所 100周年･
⻘年部40周年記念式典に出席

7/15

公務行事 約 1,700 行事
名刺交換 約 4,000 枚 国⽴競技場へ応援に︕

尚志高校男子サッカー部

1/10

市長１年目
走りましたっ！！

スタート︕
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第7次総合計画 策定
(令和8年度〜令和15年度)

将来都市像「東北の⿎動 未来を奏でる 選ばれるまち 郡山」暮らしの充実・
笑顔になれるまち

経済の活性化

選ばれるまち

市政運営の
３つの基本方針

令和8年度当初予算
2,471億9,523万円

（⼀般会計1,447億円・特別会計1,024億円）

⻑期計画

令和7年度補正予算

具体化

即時対応郡山駅⻄⼝渋滞対策、緊急物価⾼騰対策、選ばれるまち調査、
ふくしまＤＣキャンペーン、放課後児童クラブの増設など

市の最上位計画（８年間）⼈⼝減少・少⼦⾼齢化問題と対峙
※約20の関連する個別計画についても、併せて策定・更新

６つの重点分野からなる「市⺠とともにまちを”動“かす予算」

市政も力強く
きましたっ！
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市政運営は新たなステージへ

東北の⿎動 未来を奏でる 選ばれるまち 郡山

郡山市第７次総合計画
将来都市像

１ 選ばれるまち
２ 暮らしの充実・笑顔になれるまち
３ 経済の活性化
Ⅰ こども 教育
すべてのこどもが安心して成長できる環境と未来を担う教育の充実

Ⅱ 産業 仕事
多様な産業の持続可能な仕事・雇用の創出による地域活力の向上

Ⅲ 交流 にぎわい 文化
人々が集い、交流するにぎわいの創出と誇りや愛着を持てる地域育成

Ⅳ 健康 福祉 医療
すべての市民が生涯を通じて心身共に健康で安心して暮らせる社会の実現

Ⅴ 防災 環境 社会基盤
災害に強く、快適な地域環境とインフラの整備

Ⅵ 市民協働 行財政
市民とともに創る開かれた自治と持続可能な行政経営の確立

［令和８年〜令和15年]

６つの大綱

３つの基本方針

３つの

基本方針

３つの

基本方針

Ⅰ
こども
教育

Ⅰ
こども
教育

Ⅱ
産業
仕事

Ⅱ
産業
仕事

Ⅲ
交流

にぎわい
文化

Ⅲ
交流

にぎわい
文化

Ⅳ
健康
福祉
医療

Ⅳ
健康
福祉
医療

Ⅴ
防災
環境

社会基盤

Ⅴ
防災
環境

社会基盤

Ⅵ
市⺠協働
⾏財政

Ⅵ
市⺠協働
⾏財政

人口減少、少子高齢化を正面から受け止め、未来を切り拓く様々な「動き」を起こします。 5



１ 選ばれるまち
いま、郡山が「確実に」選ばれています。

「選ばれるまち推進課」を設置︕
シティープロモーション、移住・定住、
関係人口の創出を一体的に進めます。

郡山で暮らす価値を、内外に発信するとともに、
これらを実感できる施策を積み重ねていきます。

2025年7月 ラムサール条約登録
陸の港

中核市

SDGs未来都市

音楽都市(楽都)

経済県都

開拓者精神

連携中枢都市圏

ｾｰﾌｺﾐｭﾆﾃｨ

医療機関数
県内１位

転入者満足度
９０％！

ＳＤＧｓ先進度
県内１位

農 水稲収穫量
県内１位

住みごこちﾗﾝｷﾝｸﾞ
県内１位

商 商品販売額
県内１位

西部第一工業団地
売約・商談８０％

共働き･子育てしや
すい街 東北１位
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市政運営の三つの柱

２ 暮らしの充実・笑顔になれるまち
市⺠の皆様⼀⼈ひとりが安⼼した暮らしを営めること

○すべての市⺠の皆様が
安心して暮らせる環境づくり

・救急医療体制へのさらなる⽀援
・高齢者の健康、自立支援施策の充実

○子育て⽀援をさらに充実
ファミリーが住みやすいまちを

・保健・教育・医療の連携強化
・学童保育の充実

→多様なニーズに応える切れ目のない⽀援

防災・減災、公共交通〜⽇常を支える基盤整備〜
○公共交通の確保○防災・減災への備え

ＡＩ解析による路⾯調査 クマ対策も体制を強化消防団の充実・強化市管理河川の浸水対策

ＲＳウイルスワクチン
妊婦対象に公費で

ペップキッズこおりやま
オンライン予約

二次救急病院への
支援拡充

健康づくりで
生きいきした生活を

循環型バスの導入に
関する社会実験（大槻地区） 7



市政運営の三つの柱

３ 経済の活性化
持続可能な地域経済の発展を目指して

健康医療先進都市のブランディング

○経済県都の強みを活かす政策を 〇地元企業の成⻑支援
農商工等連携による
郡山の“強み”を
活かす！

ふくしま医療機器開発⽀援センター

新たな産業用地の
適地調査を⾏います

農家支援で
６次化を推進

インターンシップなど
若者の還流事業を拡充

郡山駅周辺エリアの利便性と魅力を向上します。
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令和８年２月12日（木）／郡山市

東北の鼓動未来を奏でる
選ばれるまち郡山
令和８年度当初予算の概要

9
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（3）④まちづくり（ハード） 〜令和８年度６つの重点分野 主要施策概要〜

まちなかの ！郡山駅周辺エリアの利便性
と魅力を向上します。

まちなか関連予算
４億8,917万円

賑わい広場 一般車乗車スペース

一般車専用レーン

【新】まちなかの遊休不動産の
リノベーションを支援

リノベーション経費と賃借料
を補助します。 【P.37】

バスステーション

西口ロータリーの改修

駅周辺の渋滞解消のため、西口
ロータリーの改修を進めます。
（Ｒ９年度工事着手）【P.45】

■一般車専用レーン
/一般車降車場
一般車の降車場と乗車場を
完全に分離

■新たに「一般車乗車待スペース」
を設置

■タクシー専用レーン
/タクシープール
タクシーと一般車を完全に分離

【新】賑わい広場のリニューアル
新たなまちなかの賑わいを創出する
ため、物販やPRイベント、キッチン
カーやフリーマーケット等が開催し
やすいように、イベント広場をリ
ニューアルします。 【P.45】

■賑わい広場イメージ

タクシープール

一般車降車場

ペデストリアン
デッキの整備

回遊性の向上と円滑
な移動環境の確保に
より、まちなかの賑
わいを創出します。
※Ｒ８年度完成予定

【P.51】

【新】バスロータリーの環境整備

■バスステーション
バスがより利用しやすくなるよ
う、案内所・待合所・トイレが
一体となった「バスステーショ
ン」の整備を進めます。
■バスロータリー・賑わい広場
デジタルサイネージ
バスの運行情報、観光情報、市
政情報などを提供するデジタル
サイネージを新たに設置します。

安心で利便性の高いバスロータリー
の環境整備を進めます。 【P.45】

タクシー専用レーン

デジタルサイネージ

※本ページのイラストはイ
メージを示したものであり、
今後詳細な検討及び関係者
との調整を進めます。
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Ⅱ 産業・仕事

(1)ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入体制構築への伴走支援
対象：市内に本店を有する中小企業
内容：ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成支援

学生とのﾏｯﾁﾝｸﾞ支援

(2)地元産業や企業を知るツアー

対象：県外の若者や女性 １回
市内の小・中学生親子 １回

～中小企業就労支援事業・創業事業承継支援事業の一部～

新 若者の還流と定着を促進
2,976万円
財源区分：単独

（産業雇用政策課・産業創出課）

地元企業の若者採用力向上を支援するとともに、本市産業・企業の魅力を発信し、郡山
で「働く」「創業する」など、流出若年層の還流と定着を図ります。

【新】企業型奨学金返還支援事業
100万円

【新】ＵＩターン促進事業 800万円

【新】若者による地域資源ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ促進事業 1,326万円

日本学生支援機構の奨学金代理返還支援
制度を導入する中小企業に、導入費用を補
助し人材確保を支援する。
対 象：市内に本店を有する中小企業
補助内容：支援制度の新たな導入経費

・社会保険労務士への相談
・自社ホームページの改修 等

補 助 額：20万円（定額）×５社

首都圏の大学生等による市内での創業や事業承継の支援に向け
た調査等を行う。

(1)地域資源の可視化
対象：創業や事業承継につながる地域企業情報
内容：地域資源をﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾀﾛｸﾞとして見える化

(2)東京でのプロモーション
対象：首都圏等の起業志向のある大学生
内容：地域資源や創業・事業承継支援を

プロモーション

高校生向け職業体験
ｲﾍﾞﾝﾄ事業 600万円

みらい発見ﾌｪｽこおりやま2026
対象：高校生１・２年生

1,000名程度
内容：地元企業体験、交流
協力：企業20社

ｵｰﾌﾟﾝﾌｧｸﾄﾘｰKORIYAMA事業
150万円

対象：小学生以上
内容：製造現場の見学

職業体験
協力：企業12社

専門学校 等
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西部第一工業団地へ企業を誘致
～戦略的な企業誘致の推進～

令和８年４月 月例市長記者会見
農商工部産業創出課

本市の立地ポテンシャルを生かした戦略的な企業誘致を進めています。

１ 戦略的な企業誘致の推進

医療・教育等の生活環境面や地理的優位性など、本
市のポテンシャルを生かした戦略的な企業誘致の推進

２ 産業用地の適地調査(令和８年度当初予算)

企業進出の受け皿となる産業用地の適地や開発手法
等の検討

・需要予測（企業ニーズ等）
・候補地の検討やコスト推計
・開発手法の検討

３ 令和８年度の取組

２ 令和７年度に契約締結した企業１ 西部第一工業団地第２期工区分譲状況

件数
区画
数

面積

（㏊）
割合
（%）

契約済 9 17 26.8 72.5

空　き 9 9 10.2 27.5

合　計 - 26 37.0 100.0

◆申込状況集計

※敬称略
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郡山⻄部第一⼯業団地 土地売買契約実績（令和７年度）
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Ⅲ 交流・にぎわい・文化

3,654万円
新 ふくしまデスティネーションキャンペーン(ＤＣ)
を契機とした観光誘客推進
～ふくしまＤＣ推進事業、シティプロモーション推進事業等の一部～

（債務負担行為を含む）
財源区分：補助 国1/2等

主な事業概要 1,371万円

（観光政策課・歴史情報博物館・美術館）

ふくしまＤＣ期間に合わせ、本市への更なる観光誘客を図るための事業を
推進し、地域経済の活性化、そして「選ばれるまち」を目指します。

郡山駅での
魅力発信イベント

磐梯熱海温泉
周遊促進事業への補助

こおりやま広域圏
物産振興フェア

こおりやま物産等
トップセールス

日本橋ふくしま館MIDETTE
で本市特産品の販売や観
光のＰＲを行います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・実施時期：４月中旬

郡山駅構内や西口駅前広場
で食の魅力発信や観光ＰＲ
を行います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・実施時期：４～６月

磐梯熱海温泉観光協会が
実施する地域一体となっ
たイベントを補助します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・実施時期：４～６月

西口駅前広場で広域圏内の
地域産品の販売や観光ＰＲ
を行います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・実施時期：６月下旬

R7.12月補正予算 債務負担行為設定分 769万円

・ウェブサイト・ＳＮＳ連動による情報発信
・こおりやま広域圏 桜フォトキャンペーン
・ふくしま＆ラッキー 市内周遊スタンプラリー
・こおりやま御朱印めぐりＰＲ

〇企画展「ゆる鉄のまち・こおりやま」
(期間：4/11～6/30 会場：歴史情報博物館)
〇企画展「北斎・広重 大浮世絵展」
(期間：4/18～6/21 会場：美術館)

ふくしまＤＣ連携企画 1,514万円

新

北斎《冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏》
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Ⅲ 交流・にぎわい・文化

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6,118万円

拡 スポーツコンテンツの高付加価値化

～こおりやまスポーツイノベーション事業の一部～ 財源区分：補助 国1/2・基金等

１ 事業概要 ２ スケジュール

（スポーツ振興課）

トップスポーツチームを本市の魅力の一つと捉え、地域の食や伝統、文化、観光、若者の
活躍等と組み合わせて、地域資源を最大限活用し、各施策の高付加価値化を図ります。

【継】トップスポーツ公式戦でのイベント連携
 市民の無料招待
 物産品ブースの設置
 試合前やハーフタイム等に本市で活躍する各種団
体がパフォーマンスを披露（他分野と連携した公式
戦の高付加価値化）

【新】郡山駅前等のシティドレッシング
 郡山駅前等にチームポスター、看板等を設置し、
本市のトップスポーツチームをＰＲ

【新】県外からの観客を案内するツアー開催
 公式戦の観戦と合わせて温泉旅館宿泊や観光地を
案内するツアーを開催

【新】アウェイ公式戦での郡山市ＰＲ事業
 アウェイ公式戦で郡山市名産品を販売するなど、
本市の魅力を発信・ＰＲ

トップスポーツ公式戦でのイベント連携（サポーティングマッチ）
・福島ファイヤーボンズ（10月以降：４試合）
・福島デンソーエアリービーズ（10月以降：４試合）
・福島レッドホープス（４月～９月：２試合）

郡山駅前等シティドレッシング

県外からの観客案内ツアー

アウェイ公式戦でのＰＲ事業

拡

15



Ⅲ 交流・にぎわい・文化

・広域圏内外の出会いの場の創出、関係人口強化のた
めのイベントを開催（９月～10月にかけて２回）
・こおりやま広域圏の魅力を首都圏に向けてＰＲする
ウェブ広告を実施

・新たに２名の隊員を委嘱し、地域活性化を推進
・採用から活動まで一体的に支援《企業委託型》

1億868万円

拡 選ばれるまち 移住定住、交流促進事業

～移住定住促進事業の一部～ 財源区分：補助 国1/2・県1/4等

【新】ふるさと｢KORIYAMA｣交流事業 1,184万円

（未来創造課）

「選ばれるまち こおりやま」を実現するため、各種団体や庁内の各部局との連携を深
め、多様なアプローチにより、移住定住、交流の新たな機会を創出します。

移住(ＵＩターン)・交流の機会を創出
(1) 開催場所 都内
(2) 開催時期 ９～10月（１回）
(3) 対 象 本市出身・ゆかりの若年層、

本市立地企業の関連事業者
ファンクラブ会員 等

(4) 来場者数 約200名
(5) 推進体制 商工会議所、地区商工会 等
(6) 内容(案) 地元企業紹介・ＰＲ、

市長と地元企業によるトークショー
移住相談ブース、特産品等ＰＲ 等

【拡】こおりやま広域圏若者交流事業 949万円

郡山市地域おこし協力隊 受託者

 （農商工部）ＵＩターン促進事業

 （農商工部）若手経営者による地域資源ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

還流促進事業

 （農商工部）奨学金代理返還支援制度導入促進補助金

 （市民部） Koriyama Z-LINK創設（パートナー制度）

部局間連携（例）

東京圏から就業等に伴い移住する方に支援金を交付
・単身世帯： 60万円
・複数世帯：100万円(18歳未満１人につき100万円加算)

ＵＩＪターン移住支援金 7,745万円

【拡】地域おこし協力隊業務委託事業 990万円

採用

活動支援

委託

地域活動

連携を深め、移住定住、交流の好循環を目指します

16



Ⅲ 交流・にぎわい・文化

544万円

新 中心市街地のリノベーションまちづくりを支援

～中心市街地活性化推進事業の一部～ 財源区分：単独

１ 事業概要 ２ 対象エリア

■ 事業イメージ

名 称 郡山市まちなかリノベーション支援補助金

内 容

遊休不動産をリノベーションし、店舗（飲
食サービス業等）、オフィス等として利活
用する方に対し、リノベーション経費及び
賃借料を補助

対象経費

リノベーション経費 賃借料

内外装工事・設備工事費・
残置物撤去費等

最大で２年間
助成

補助金額
（補助率1/2）

重点区域：150万円上限
その他 ： 50万円上限

月額３万円
上限

（都市政策課）

中心市街地における遊休不動産を活用する際のリノベーション経費及び建物賃借料を補助
し、遊休不動産の利活用を促進することで、まちなかの魅力向上を図ります。

リ
ノ
ベ
前

リ
ノ
ベ
後

★重点区域
県道須賀川・
二本松線沿いの
一街区

【八王子市中心市街地空き店舗改修費補助事例】

重点区域
県道須賀川・
二本松線沿いの
一街区
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Ⅲ 交流・にぎわい・文化

７億2,144万円

新 けんしん郡山文化センターの照明機器更新と
今後の整備検討
～市民文化センター改修事業～ 財源区分：単独・市債

照明機器更新 ７億2,014万円

けんしん郡山文化センターの機能維持のため、舞台照明調光機器等の修繕を行います。
また、より魅力的な施設を目指すため、効果的な大規模改修か建替などの可能性を含め
た検討を行う庁内検討チームを設置します。

【新】庁内検討チームの設置 130万円

エントランス

（文化振興課）

〇部局間連携による庁内検討チームを新たに設置
 効果的な大規模改修の手法
 建替の可能性の調査
 活用可能な財源の調査
 先進自治体の視察 等

ボーダーライト

調光器盤ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
・大ホール16台
・中ホール８台

舞台設備の老朽化による修繕及びエントランス
照明のLED化を行う。

・舞台照明調光機器修繕
・ボーダーライト修繕（ＬＥＤ化）
・エントランス階段ダウンライト修繕（ＬＥＤ化）

＜スケジュール＞

4月 5月 6月 ７月 ８月～1月 2月 3月

機器製造期間 工事期間契約

※大ホール
中ホール

新

休館
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Ⅳ 健康・福祉・医療

～二次救急病院運営助成事業、
医療従事者支援事業・新興感染症対策体制整備事業の一部～

持続可能な医療体制の確立への支援強化拡

１億6,299万円
財源区分：単独

【拡】二次救急病院への支援拡充 １億5,800万円

【拡】医療従事者育成支援 499万円

助産師の資格取得 感染管理認定看護師（ICN※）の資格取得

目 的 助産師の充足率の向上 新興感染症に対応する認定看護師の育成

対 象 助産師養成校への就学を支援する医療機関 当該認定看護師を育成する医療機関

（健康政策課）

ひっ迫する救急医療体制や、助産師不足の解消及び感染症対策を強化するため、医療
機関等に対する財政支援を強化し、地域医療の充実を図ります。

本市の救急医療体制

【二次救急】
星総合病院・寿泉堂綜合病院・太田西ノ内病院
・総合南東北病院・太田熱海病院・今泉西病院・坪井病院

【初期救急】
休日・夜間急病センター・休日のお医者さん（在宅当番医制）

重篤

重症

軽症

1億5,800万円

1億525万円Ｒ７

Ｒ８ ＋5,275万円

※ICN：地域と連携して感染対策をリードし、地域全体の安全を高める専門家

【三次救急】
太田西ノ内病院

財政支援

50％増
✓物価上昇に伴う薬剤や医療物資高騰への対応

✓高齢者の救急搬送の増加に備えた対応

支援拡充の主な要因

拡
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Ⅴ 防災・環境・社会基盤

～駅前広場施設改修費～

拡 駅前広場施設を一体的に整備
１億5,373万円
財源区分：補助 国1/2

１ 郡山駅西口ロータリー

交通結節点の機能強化を図り、すべての人が安心して円滑に移動できるまち「郡山型コン
パクト＆ネットワーク都市構造」の実現に向けた交通の「リ・デザイン」を推進します。

２ 郡山駅西口駅前広場

（道路保全課）

３ バスロータリー ４ バスステーション

※これらはイメージです。
今後詳細な検討及び関係者との
調整を進めます。

Ｒ８年度
・現地測量
・実施設計

Ｒ９年度 改修工事着手 Ｒ８年度

・構想立案
・基本計画策定
（賑わい広場
リニューアル
検討 等）

Ｒ９年度 関係機関協議

Ｒ８年度

・構想立案
・基本計画策定
（バスステー
ション検討等）

Ｒ９年度 実施設計

Ｒ８年度
基本計画策定
（デジタル
サイネージ等)

Ｒ９年度 実施設計

【イメージ】【現状】

【イメージ】

【イメージ】

拡
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Ⅵ 市民協働・行財政

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

～旧豊田貯水池利活用事業の一部～

「未来視点」で描く開成山地区の一体的構想新

財源区分：単独

240万円

１ ワークショップ概要 ２ フューチャーデザインとは

３ スケジュール

回 数 ３回

メ ン バ ー 商工関係団体、Ｚ世代市民、市職員
等30名程度

内 容 ・開成山地区を含めた利活用検討
・フューチャーデザインの講演会と
ワークショップを開催

（公有資産マネジメント課）

旧豊田貯水池を開成山地区と一体的に捉え、市民や関係団体と共に考える機会を創出す
るため、フューチャーデザインの手法を用いてワークショップを開催します。

過
去

現
在

未
来

フューチャーデザイン

将来世代の視点で考え、

現世代にメッセージを送る

入札
契約 1

講演会・ワークショップ

2 3

様々な課題に対し、その課題の影響が及ぶ「将来世
代の視点で」考えることで、将来世代の利益も踏まえ
た意思決定を行えるようにする手法のこと。

旧豊田貯水池

【開成山地区周辺】

市庁舎

開成山地区体育施設

開成山公園

【デンソー体育館完成予想図】
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Ⅱ 事業者への支援Ⅰ 生活者への支援

物価高対応子育て応援手当支給事業
予算額 ２億3,700万円
◆児童１人当たり 5,000円 支給

水道料金等負担軽減事業 ◆すべての水道契約者 水道基本料金半年分免除 予算額 13億円
◆給水区域外の世帯 家計支援給付金支給 予算額 1,662万円

総事業費

26億1,284万円
国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金」を活用した物価高騰対策一覧

12月補正(議決済)

２億3,700万円

１月補正(議決済)

Ｒ８当初予算

10億5,922万円

13億1,662万円

(5)トピックス⑤〜物価⾼騰対策（対策⼀覧）〜
物価高騰
対策

住民税非課税世帯への給付事業
予算額 ５億6,000万円
◆１世帯当たり １万5,000円 支給

高齢者(75歳以上)世帯への給付事業
予算額 ２億8,500万円
◆１世帯当たり １万5,000円 支給

〈国の「物価高対応子育て応援手当支給事業
費補助金」による支給〉
予算額 ９億7,378万円
◆児童１人当たり ２万円 支給

中小企業等賃上げ支援事業 予算額 １億502万円
◆労働者１人当たり １万円

飼料価格高騰緊急対策事業 予算額 5,320万円
◆牛１頭当たり 4,000円～１万7,000円

酒米高騰支援事業 予算額 250万円
◆１事業者当たり 上限50万円

民間児童施設光熱費等支援事業 予算額 5,198万円
◆児童数区分に応じて支給

こども食堂支援事業 予算額 152万円
◆１食堂当たり 1.2万円～13万円
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東北の鼓動未来を奏でる
選ばれるまち郡山
令和８年６月定例会提出議案の概要

参考

（一部抜粋）
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令和８年４月 選ばれるまち推進課 スタート

選ばれるまち推進課の“ミッション×３”を加速！

選ばれるまち推進課のミッション

「選ばれるまち郡山」の実現に向けて、移住定住・ふるさと納税・シティプロモー
ションを力強く推進する各種施策を拡充します。

■「郡山を選ぶ人や
企業等を増やす」
事業に特化

■若者、移住者、企業等の
「外からの流れ」
を創出

ふるさと
納税

移住・定住、
関係人口

ミッション×３

・市内外の企業・団体
・Ｚ世代など多様な世代
・庁内関係部局

連携
協働

シティプロモーション

郡山を動かす！ 補正予算で“ミッション×３”を加速！

ﾐｯｼｮﾝ③ ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業ﾐｯｼｮﾝ② こおりやま応援寄附金事業

認知度向上やシビックプライド
醸成の更なる促進

高速道路カントリーサイン
リニューアル（P10）

ふるさと納税に係る発信力強化や
全庁的推進体制の構築

・各種ふるさと納税フェア等出展
・庁内向け講演会開催（P9）

・首都圏でのＰＲや企業・団体へのｱﾌﾟﾛｰﾁ
・庁内を挙げた返礼品開発・掘り起こし

1億2,167万円

・SNSやｲﾝﾌﾙｴﾝｻｰ等による情報発信
・住民参画型ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ開催

2,654万円

・移住相談・ｲﾍﾞﾝﾄを通じた交流機会創出
・郡山ファン獲得による関係人口拡大

1億959万円

転出者属性に応じたﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝと
意向分析による政策立案

① ②

③

新 新拡転出者アンケート＆
プロモーション（P8）

ブースト１ ブースト２ ブースト３

注目!

ﾐｯｼｮﾝ① 移住・定住促進事業

当
初

６
月
補
正

ブースト
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Ⅰ 選ばれるまち

477万円

転出者アンケート＆プロモーションを実施

～移住・定住促進事業の一部～ 財源区分：単独

１ 事業概要 ２ 期待される効果

３ スケジュール

方 法 ①対象者にハガキを送付
②ＱＲコードを読み込み、設問に回答
③回答内容を集計・分析

対 象 者 令和６年４月１日から令和８年３月31日
までの転出者のうち10,000人

アンケート
内 容

・転出動機
・郡山市の居住環境の評価 等

プ ロ モ ー
シ ョ ン
内 容

・市のファンクラブやＳＮＳに関する
情報等をハガキに印字
・回答者の中から抽選で特産品を送付

（選ばれるまち推進課）

転出者に対しアンケートを実施し、移住・定住及び関係人口施策立案に活用する
とともに、離れても続く関係づくりにつなげます。

新

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

契約 アンケート
内容作成

アンケート
実施

結果集計・分析 結果公表

・パンフレット等
への活用

・次年度予算
への反映②ＷＥＢ回答 ③集計・分析①アンケート送付

・本市での居住経験
・転出先での生活経験

本市での居住という接点

アンケート結果による
データに基づく政策立案

プロモーションで
転出者から関係人口へ

効果的な政策立案

双方を比較した回答
市のＰＲや将来的な地域
活動の担い手へ

ＳＮＳﾌｫﾛｰやﾌｧﾝｸﾗﾌﾞ入会

ブースト１

離れてもつながるプラットフォームの構築へ
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Ⅰ 選ばれるまち

179万円

ふるさと納税寄附額向上への取り組みを強化

～こおりやま応援寄附金事業～ 財源区分：単独

１ ふるさと納税関連イベントへの出展 170万円

２ 庁内職員向けセミナー ９万円

目 的
納税額増加の実績のある外部の専門家による
セミナーを開催
→ふるさと納税に関する全庁推進体制を構築

内 容
（予定）

現状把握、各課事業における寄附推進のメ
リット、グループワーク等

（選ばれるまち推進課）

イベント出展を通じた発信力強化や全庁推進体制を構築し、ふるさと納税受入額向
上に資する基盤的取り組みを推進します。

目 的 ・ 内 容

寄附集中期間である年末に向けた
寄附額の向上を図るための
プロモーションを実施

・ふるさと納税返礼品の試食・試飲
・移住・定住PR
・キャラクタープロモーション
・インスタフォローキャンペーン
・ファンクラブ会員獲得 等

出 展
イ ベ ン ト
（ 予 定 ）

〈 首都圏 11/22（日）･23（月･祝）〉

楽天 超ふるさと納税祭
＠幕張メッセ（千葉県）

〈 関西圏 秋頃〉

出展イベント等調整中

拡

【参考】イベント開催時の様子
参加により首都圏、関西圏の二大都市圏へ集中ＰＲ

ブースト２
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Ⅰ 選ばれるまち

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

201万円

高速道路カントリーサインをリニューアル

～シティプロモーション推進事業～ 財源区分：単独

１ カントリーサインについて ２ 事業概要

３ スケジュール

（選ばれるまち推進課）

市内の高速道路に設置されているｶﾝﾄﾘｰｻｲﾝ（※）を更新し、本市の魅力を発信する
とともに、小学生へのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを通じてｼﾋﾞｯｸﾌﾟﾗｲﾄﾞの醸成を図ります。

※ｶﾝﾄﾘｰｻｲﾝ：市町村の境界に設置されている道路標識で、市町村を象徴するｲﾗｽﾄと市町村名を
合わせたもの。

新

設置場所 現在のデザイン
設置
時期

東北
自動車道

上り
（喜久田町）

平成
４年

下り
（安積町）

磐越
自動車道

上り
（熱海町）

平成
３年

下り
（西田町）

平成
７年

＜采女＞

＜花かつみ＞

(1)カントリーサインのデザイン作成
①カントリーサイン設置場所付近の小学校で、地元の
魅力や誇れるものについて考えるワークショップを
開催（各校２回）し、デザイン案を作成
② ①の小学校の案をもとに、デザインを学ぶ地元
大学生等が看板デザインを制作

(2)看板シートの作成・設置
・アフターＤＣに備えて来年３月に設置予定

設置
小学生ワーク
ショップ

デザイン決定

大学生
デザイン 制作★

ブースト３
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Ⅱ 新たな行政課題や需要への対応

■ 意見交換の主な内容と緊急銃猟における課題

(1)市街地での追跡・監視体制
市街地の人目につかない
やぶの中に留まったり潜伏
初動段階より、夜間を含め、
ドローン活用が有効

(2)現地対応従事者の安全対策
クマとの距離が近く、安全対
策が課題
自身を守る器具を所持し人身
被害防止に備えるべき

～鳥獣被害防止総合対策事業費～

ツキノワグマの出没増加に伴う追跡・監視体制を強化新

381万円
財源区分：単独

１ 緊急銃猟に係る意見交換会 ２ 追跡・監視体制の強化 217万円

開 催 概 要 本年５月１日 郡山市役所

出 席 者 警察署、猟友会、福島県、郡山市

内 容 課題抽出、知見共有、連携強化 等

【意見交換会】

（農業生産流通課）

本年４月８日に実施した緊急銃猟を受け、ツキノワグマの出没増加に伴う
「追跡・監視体制」を強化します。

拡

【ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ】

３ 安全対策の強化 164万円

赤外線カメラ搭載ドローン
・サーチライト（夜間対応）
・スピーカー（誘導）
・機体講習 等

【ﾄﾞﾛｰﾝｲﾒｰｼﾞ】

資材を追加調達
・クマスプレー
・スタンドライト
・ポータブル電気柵 等

【電気柵ｲﾒｰｼﾞ】【ｽﾀﾝﾄﾞﾗｲﾄ】

【逢瀬川上空画像】 【赤外線ｶﾒﾗ画像】

既存ﾄﾞﾛｰﾝに加え
クマ対策としては
初装備
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Ⅱ 新たな行政課題や需要への対応

市民サービスの向上

～生活保護施行事務費～

職員が生活保護業務で使用する
「ケースワークＡＩ支援サービス」を導入

新

178万円
財源区分：補助 国3/4等

１ 導入の背景 ２ ＡＩ支援サービスの機能

（生活支援課）

ＡＩを活用して根拠法令や国の通知から瞬時に最適な検索結果を得られるシステム
を利用し、業務の迅速化・均一化による市民サービスの向上に取り組みます。

新

 生活保護世帯が年々増加
 複雑化・多様化する相談への対応

３ 導入効果

2,713 

2,948 

3,278 

3,462 

0.99 

1.09 

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

（％）（世帯・人）

保護世帯数 保護人員数 保護率（％）

AI

大量の通知や
書籍から検索

ＡＩが最適な検索
結果を瞬時に提示

 生活保護業務に関連した膨大な情報から最適
な検索結果を得られる

 業務マニュアルや疑義照会集の登録などの拡
張性

業務スピードの向上
業務経験の補完
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Ⅱ 新たな行政課題や需要への対応

～国民健康保険事業〈国民健康保険特別会計〉～

国民健康保険税率等を改定
△1,246万円

財源区分：補助 県等

令和８年度税率等、課税限度額及び軽減判定所得

（国民健康保険課）

国民健康保険特別会計における本算定を行い、令和８年度税率等の改定のほか、
地方税法施行令の改正を受け、課税限度額及び軽減判定所得を改定します。

継

※（ ）内は現行税率等からの増減分

区 分 基礎課税（医療）分
後期高齢者
支援金等分

介護納付金分
子ども・子育て支援
納付金分（新設）P14

税
率
等

所得割 6.0％（△1.3％） 2.9％ 2.2％ 0.3％

均等割
[１人あたり]

23,100円 8,000円 10,500円 1,300円

18歳以上均等割
[１人あたり]

100円

平等割
[１世帯あたり]

17,000円(△1,400円) 6,400円 5,300円 800円

課税限度額 670,000円(＋10,000円) 260,000円 170,000円 30,000円

軽減判定所得
P14

低所得者層の負担軽減のため、軽減判定所得を法定まで引き上げる

・２割軽減 43万円＋(57万円(＋1万円)×被保険者数)＋10万円×(給与所得者等の数-１)以下
・５割軽減 43万円＋(31万円(＋0.5万円)×被保険者数)＋10万円×(給与所得者等の数-１)以下
・７割軽減 43万円＋10万円×(給与所得者等の数-１)以下（※改正なし）
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令和８年６月 定例市長記者会見
資料2-1 建設構想部道路保全課

郡山駅西口駅前広場のリニューアル構想

項 目

郡山駅周辺 110ha 

郡山駅西口ロータリー

郡山駅西口駅前広場、大屋根
バスステーション 等

・イベント等が開催
しやすい空間の創出

・タクシーと一般車の
動線を完全分離

・慢性的な渋滞緩和

令和８年度 令和９年度 令和10年度以降

※これらはイメージを示した
ものであり、今後詳細な検討
及び関係者との調整を進め
ます。

① 南西上空から駅前広場方向

東北の鼓動 未来を奏でる 「選ばれるまちへ」 郡山駅西口駅前広場が生まれ変わります

②南西ホテルからロータリー方面

④賑わい広場からロータリー方向

③南からロータリー越し
駅前通り方面

西口ロータリー改修

賑わい広場の

リニューアル

乗車待ちスペース

実施設計 改修工事 着手

実施設計 改修工事 着手

基本計画策定
6月公告
7月契約
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郡山駅東口・西口の基本構想

令和８年６月 定例市長記者会見
資料2-2 建設構想部道路保全課

■ビジョン ○将来都市像 「東北の鼓動 未来を奏でる 選ばれるまち郡山」の実現
〇郡山駅前周辺の渋滞緩和と若者や観光客で賑わう、魅力ある多様な空間を創出

JR郡山駅

<現行>都市計画決定区域
：郡山駅東口駅前広場

※これらはイメージを示
したものであり、今後詳
細な検討及び関係者と
の調整を開始します。

郡山駅東口駅前広場

郡山駅西口駅前広場

東口の戦略的開発と
東西連携の強化

ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ延長、歩道整備
による歩行者の回遊性向上

日陰空間の創出

郡山駅西口駅前広場のリニューアル

タクシー専用プール

一般車乗車待ちスペース

バスステーション

デジタルサイネージ

郡山駅周辺 110ha 基本構想
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・ の主な緊急対策

電気・ガス
約５千円/１世帯（７月～９月）
重点支援地方交付金追加
1,000億円

国

特別高圧電力
1.8円/kwh（７月・９月）
2.3円/kwh（８月）
ＬＰガス
750円/１世帯等

県

県国

物価高騰に対する緊急対策（６月補正予算追加提案）

物価高騰から と を支える追加対策 ２億6,699万円
財源区分：重点支援地方交付金,一般財源等

２

☆ 観光関連事業者支援(重点支援)

１ 市内旅館等宿泊支援事業（文化スポーツ観光部） １億7,885万円

１人１宿泊あたり2,000円 割引

・市内宿泊施設宿泊者
約65,000人泊分

実施時期

対象

令和８年11月頃～
※県「また来て。」割同様
（詳細未定）

（政策開発部）

２

☆ 地域交通・運送事業者支援(重点支援)

２ 公共交通事業者支援事業（都市構想部）

原油価格や物価高騰の影響により厳しい経営環境にあ
る市内の路線バス事業者及びタクシー事業者に対し、
給付金を支給する。

2,200万円

３ 運送事業者等支援事業（農商工部）

原油価格や物価高騰の影響により厳しい経営環境に
ある市内の運送事業者に対し、給付金を支給する。

・路線バス 150台分
・タクシー 575台分

支給時期

対象

支給時期

対象

令和８年９月頃～

・貸切バス 195台分
・トラック等 5,171台分
・運転代行 110台分

令和８年９月頃～

6,614万円

１台あたり
路線バス 70,000円 支給
タクシー 20,000円 支給

１台あたり
貸切バス 50,000円 支給
トラック等 10,000円 支給
自動車運転代行 7,500円 支給

令和８年度追加実施事業（２億6,699万円）

郡山市

市民・事業者（約13億円）

水道基本料等 家計支援金

個人・家計等の生活者支援（約12億円） 事業者への支援（約２億円）

中小企業賃上げ 飼料価格 酒米高騰 児童施設光熱費 こども食堂０歳児養育世帯 子育て世帯 非課税・高齢者世帯

令和７年度及び令和８年度において実施中の事業（27億1,924万円）

～物価高騰に対応した切れ目のない地域経済支援～ （１億7,212万円）（9,487万円）

（参考）

Ｒ８追加交付金
１億968万円

Ｒ７未活用交付金
6,244万円

市内宿泊施設への宿泊者に対し、１人１泊5,000円以上の
宿泊につき2,000円をクーポン割引する。
（福島県の「また来て。」割と併用した場合、
最大5,000円割引（福島県3,000円割引+郡山市2,000円割引）
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物価高騰に対する緊急対策（６月補正予算追加提案）

１億7,885万円
新 エネルギー価格や物価高騰の影響を
受けている宿泊事業者への支援事業の実施

～市内旅館等宿泊支援事業「こおりやま開拓クーポン」～
財源区分：重点支援地方交付金 一般財源

１ 事業概要 ２ クーポンの使用の流れ

対 象 者 市内への宿泊者（約65,000人泊）

支 援 内 容

１人１泊5,000円以上の宿泊に
つき2,000円割引
※秋期・冬期の実施を予定してい
る福島県の「また来て。」割
（3,000円割引）と重複する期間で
あれば併用可

実 施 期 間

令和８年11月・12月及び令和９年
１月を予定

※右：グラフ参照 →

エネルギー価格や物価高騰の影響を受ける市内の宿泊事業者を支援するため、市内宿泊施設
の宿泊者に対して、クーポンを発行し、宿泊割引を行い、宿泊事業者を含めた関係事業者への
経済効果の波及を目的とする。

宿
泊
（
旅
行
）
者

宿
の
予
約

こ
お
り
や
ま

開
拓
ク
ー
ポ
ン
登
録

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
提
示

精

算

実施時期

① ②

令和８年６月定例会
追加提案資料（６/30）
文化スポーツ観光部
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公共交通事業者・運送事業者等への支援
8,814万円

～公共交通運行支援事業・こおりやま中小企業活性化事業～ 財源区分：重点支援地方交付金 一般財源等

（総合交通政策課・産業雇用政策課）

原油価格・物価高騰対策

出典：郡山市
(郡山市路線バス補助路線資料)
経済産業省資源エネルギー庁
(給油所小売価格調査結果)

車種
１台当たり
支援額

車両台数
支援額
（予算額）

要件 内容

路線バス
（高速バス含む）

７万円 150台 1,050万円

・一般旅客自動車運送事業者 市内に本
社又は営
業所があ
る事業者
で登録・
保管場所
が市内で
あること
が証明で
きる車両

✓公共交通事業者の運行維持に
対する支援

✓運送事業者の地域物流確保に
対する支援

✓原油価格・物価高騰に対する
支援金の支給

タクシー ２万円 575台 1,150万円

貸切バス ５万円 195台 975万円

トラック
（緑ナンバー）

１万円 5,171台 5,171万円
・一般貨物自動車運送事業者
・特定貨物自動車運送事業者
・貨物軽自動車運送事業者軽貨物

（黒ナンバー）

運転代行随伴車 7,500円 110台 82.5万円
・福島県公安委員会の認定を受
けた自動車運転代行業を行う
事業者

中東情勢による影響の中、市民の日常生活や地域経済を支えるため、公共交通事業者の
運行維持や運送事業者等による地域物流の確保に向け、原油価格や物価高騰に対する支援
を行います。

鉄鋼・非鉄・鉱業 48.9 化学品卸売 62.1 建設 43.9
化学品製造 48.7 鉄鋼・非鉄・鉱業製品卸売 57.7 食品スーパー 41.8
輸送用機械・器具製造 47.8 建材卸売 55.5 アパレル小売 38.9
建材製造 45.4 機械・器具卸売 53.2 自動車・同部品小売 35.8
飲食料品製造 45.0 飲食料品卸売 52.2 家電小売 33.6
機械製造 43.9 アパレル卸売 43.6 飲食店 32.8
電気機械製造 41.4 電気・ガス・水道 33.0 不動産 29.6
アパレル製造 41.3 運輸・倉庫 32.3 旅館・ホテル 28.2
農・林・水産 29.8   娯楽サービス 23.6

医療・福祉・保健衛生 14.7

サプライチェーン別の価格転嫁率の動向
川上業種 商流 川下業種

出典：帝国データバンク(価格転嫁に関する実態調査（2026年２月)）

令和８年６月定例会
追加提案資料（６/30）
都市構想部・農商工部新
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まちの魅⼒を磨き・⾼める

開拓者
精神

陸の港 経済県都

音楽都市

楽都
中核市 SDGs

未来都市

郡山の「プロジェクトＸ」
明治初期の安積開さく・
安積疏水事業から始ま
る発展・挑戦の歴史

農商工バランスの取れた
東北第２位の経済都市

民間事業所数 15,355
市内に１４の産業団地

戦後の復興期に芽生えた
音楽活動

小・中・高等学校における
合唱・合奏コンクールの

輝く表彰実績

人口約３１万人の中核市
人口 県内１位

平成９年に指定

南東北の交通結節点
【東北新幹線・鉄道】
東京から最短76分
市内に１１箇所の駅
【東北自動車道・
磐越自動車道】

市内に５箇所のI.C

日経グローカルＳＤＧｓ先進度調査結果
全国815市区中 24位
県内１位 東北では仙台に次ぎ２位
中核市57市回答中３位

令和元年７月
SDGs未来都市に選定
県内初、
先導モデル事業については東北初

※安積女子高校（現：安積黎明高校）
1955年から2014年までの
35年連続金賞受賞など
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オール郡山で「選ばれるまち」を

皆さまの御協力をよろしくお願いします。

様々な媒体・手法で魅力を発信しています！
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オール郡山で「選ばれるまち」を

住みたいまち
✓県内２位
✓東北５位
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中小企業の賃上げを支援 １億502万円

財源区分：臨時交付金～中小企業賃上げ支援事業～

新

Ⅱ 事業者への支援

最低賃金を引き上げる市内中小企業等を支援するため、県の「中小企業賃上げ緊急一時

支援事業」の支給額に加えて、１万円を上乗せして支給します。

１ 支援対象者

福島県の「中小企業賃上げ緊急一時支援事業」の
支給決定を受けた市内の中小企業・小規模事業者等

２ 支援額

労働者１人当たり１万円
（別途、県から３万円を支給）

課題・背景

３ 対象者数

約10,000人（3,300事業所）見込み

４ 受付期間

令和８年２月末～９月（予定）

事業概要

令和８年１月１日より福島県最低賃金が1,033円に改定

過去最大の
上げ幅(+78円)

賃上げに要する経費の一部を補助することにより
経営への影響を緩和し、雇用の維持を図る

県へ申請 県から
交付

市へ申請 市から
交付２月～５月予定 ２月末～９月予定

【福島県最低賃金の推移】

市１万円

県３万円
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市内企業の積極的なＰＲ



最後に

皆さまとともに未来を拓き、「動」かしていきましょう！
41


